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岸本印刷所

県
知
事
選
は

一
月
二
十
六
日

印刷所

愛
媛
県
選
挙
管
現
委
員
会
で

は
任
期
満
了
に
よ
る
県
知
事
選

挙
の
日
程
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決

め
た
。

選
挙
期
日
の
告
示
一
月
一
日

投

票

日

一

月

二

十

六

日

E
贋
毘
唖
E
質
B
Z
B画
B
町
J
趣
旨
E
B
d
‘P
司
》

H
F

第72号

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

今
春
の
地
方

選
挙
か
ら
買
収

期
間
応
を
追
放
し

て
明
る
い
選
挙

と
す
る
た
め
、

さ
ぎ
に
町
内
一

般
か
ら
募
集
し

ま
し
た
公
明
選

挙
標
語
は
七
九

通
の
応
募
が
あ

り
、
十
二
月
十
四
日
町
役
場
に

於
い
て
厳
正
審
査
の
結
果
つ
ぎ

の
通
り
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま

し
た
。 公明選挙標語

入選作品決まる

等

賞
金
一
千
円
一
名

山
際
山
木
あ
け
み

一
七
才
学
生

年
頭
の
こ
と
ば

に
最
大
の
努
力
を
傾
注
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
ま
、
な
に
と
ぞ
倍
一

旧
の
ど
指
導
と
ご
鞭
捷
を
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
い
さ
L
か

所
感
を
述
べ
て
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

自
覚
せ
よ

あ
な
た
の
尊
い
一
票
を

二
等
賞
金
五
百
円
二
名

櫛
生
兵
頭
希
楽

コ
一
七
才
無
職

金
で
は
室
田
か
ぬ
vて

こ
の
一
吉
示
は

本
町
高
田
金
助

六
三
才
商
業

こ
ん
ど
こ
そ

自
覚
で
選
ぼ
う

且
一
息
中
の
人
を

賞
金
三
百
円
三
名

櫛

生

沖

野

要

六
三
才
無
職

等
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一
大
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催

会

場

名

櫛
生
小
学
校
講
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コ三

長
浜
町
長

京

丹く

芳

朗

時
刻

会
長

浜

高

等

学

校

講

堂

場

名

月
十
七
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立
会
演
説
会
日
程

件

件

件

件

長

選

挙

町

白因

婚

開
催
月
日

生

亡

昭和38年l月18

長寄

死

書世

出

18，237人

8.738人

9.499人

4，153 

l 県

知

事

選

挙

世帯数

計

(ー〉

女

男

一

月

十

-

日

の

町

長

選

挙

並

昭

和

三

十

七

年

十

月

五

日

以

び

に

一

月

二

十

一

日

の

町

議

選

前

か

ら

長

浜

町

の

区

域

内

に

挙

の

補

充

選

挙

人

名

簿

の

調

製

引

続

、

ぎ

住

所

を

有

し

、

名

簿

は

次

の

と

お

り

行

わ

れ

ま

す

か

調

製

現

在

期

日

(

一

月

五

日

ら

、

該

当

さ

れ

る

方

は

必

ら

ず

)

に

長

浜

町

に

現

住

し

て

い

申

請

期

間

内

に

選

挙

管

理

委

員

る

者

会

へ

申

請

し

て

下

さ

い

。

①

そ

の

他

申

請

の

な

い

方

は

、

資

格

が

昭

和

三

十

八

年

一

月

二

日

現

あ

っ

て

も

登

録

で

き

ま

せ

ん

。

在

で

調

製

(

町

長

選

挙

の

分

し

た

が

っ

て

投

票

も

で

さ

'

尽

く

)

さ

れ

て

い

る

補

充

選

挙

人

な

り

ま

す

の

で

充

分

注

意

し

て

名

簿

に

登

録

申

請

を

す

る

資

く

だ

さ

い

。

格

の

あ

っ

た

者

町

長

選

挙

の

分

一

高

官

襲

葬

九

九

主

つ

主

↓

求

ド

青

一

で

申

請

期

間

内

(

こ

の

分

富

一

一
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菟

立

母

点

空
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に
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請

を
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な

請
し
た
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の
は
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一
く
て
登
録
さ
れ

町

議

の

一

分

に

申

て

い

な

い

者

請

し

な

く

て

も

投

票

で

き

ま

す

一

一

一

以

上

の

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

て
調
整
斯
日
等
に
つ
い
て
一
前
か
ら
長
浜
町
の
区
域
内
に
一
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
七
日
一
の
で
該
当
己
れ
る
方
は
、
必
ず

調

整

現

在

期

日

一

引

続

き

住

所

を

有

し

、

名

簿

一

異

議

決

定

期

限

一

申

請

期

間

内

に

申

請

を

さ

れ

る

昭
和
三
十
八
年
一
月
二
日
一
調
整
現
在
期
日
(
一
月
二
日
一
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
八
日
一
ょ
う
重
ね
て
申
し
添
え
ま
す
。

登

録

申

請

期

間

一

に

長

浜

町

に

現

住

し

て

い

る

一

確

定

期

日

一

な

お

、

以

上

の

登

録

申

請

を

昭
和
三
十
八
年
一
月
一
一
百
か
一
者
。
一
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
九
日
一
し
て
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録

ら
昭
和
コ
干
八
年
一
月
五
日
一

O
そ

の

他

一

二

、

登

録

の

要

件

一

さ

れ

た

方

は

、

県

知

事

選

挙

の

で

一

昭

和

三

十

七

年

九

月

十

五

日

一

①

年

令

一

選

挙

権

も

あ

り

ま

す

の

で

別

に

調
整
悶
間
一
現
在
で
調
整
占
せ
れ
て
い
る
基
一
昭
和
十
八
年
一
月
四
日
か
ら
一
申
請
さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

昭
和
三
十
八
年
一
月
六
日
一
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
一
昭
和
十
八
年
一
月
六
日
ま
で
一

縦

覧

及

び

異

議

申

立

期

間

一

る

べ

き

者

で

登

録

洩

れ

と

な

一

に

生

ま

れ

た

者

一

昭

和

三

十

八

年

一

月

七

日

一

っ

て

い

る

者

一

①

住

所

要

件

P

一

援
韻
謹
豊
富
霊
盟
国
E

患
屋
匡
一
重
富
喜
一
一
居
間
霊
園
呂
田
喜
一
塁
霞
塵
重
量
皇
室
雲
霞
盟
国
間
豊
富
喜
富
一
雷
雲
器
一
一
一
一
蓋
麗
一
露
出
活
翼
護
富
慰
留
覇
軍

こ
の
一
一
間
崇

し
か
と
守
ろ
う

さ
そ
い
か
ら

東

新

地

中

村

寿

一
六
才
学
生

ち
ょ
っ
と
待
て

こ
の
一
票
を
無
駄
に
す
な

本
町
一
角
間
金
則

六
三
才
商
業

清
い
明
る
い
一
票
で

築
け
揺
が
ぬ
我
が
郷
土

佳

作

記

念

品

七

名

豊
茂
久
保
一
呂
田
刀
二
週

こ
の
人
だ

自
灯
で
き
め
た
良
い
選
挙

飲
ん
だ
貿
う
た
を

さ
ら
り
と
や
め
て

心
で
選
ぼ
う
こ
の
人
を

沖
浦
二
{
口
口
恵
美
呑

こ
の
一
酉
ポ

動
〈
人
立
に
は
迷
い
ま
せ
ん

櫛

生

沖

野

要

公
明
選
挙

終
え
て
一
家
の
え
び
す
顔

新
町
西
村
秀
雄

投
票
は

金
も
お
酒
も
ボ
イ
コ
ッ
ト

新
町
西
村
正
直

や
る
ま
い
取
る
ま
い

選
挙
に
金
品

櫛
生
兵
頭
一
求

買
わ
れ
て
泣
く
よ
り

笠
〈
っ
て
選
べ

な
お
審
査
員
は
つ
ぎ
の
各
氏

で
し
た
。
(
順
不
同
)

公
民
舘
長
近
藤
佳
次
氏

校
長
会
長
代
理
大
野
時
明
氏

公
明
選
挙
推
進
協
議
会
長

中

野

浩

氏

宮
田
猛
義
氏

大

野

豊

氏

選公
管民

. I委舘
員主
長事i〆

異
議
決
定
期
限

昭
和
三
十
八
年
一
月
八
日

確
定
期
日

昭
和
三
十
八
年
一
月
九
日

二
、
登
録
の
要
件

。

年

令

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
二

日
か
ら
昭
和
十
八
年
一
月
三

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

。
住
所
要
件

昭
和
三
十
七
年
十
月
二
日
以

町
議
選
挙
の
分

一
、
調
整
期
日
等
に
つ
い
て

調
整
現
在
期
日

昭
和
三
八
年
一
月
五
日

登
録
申
請
期
間

昭
和
三
十
八
年
一
月
六
日
か

ら
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
五

日
ま
で

調
整
期
間

昭
和
三
十
八
年
一
月
十
六
日

縦
覧
及
び
異
議
申
立
期
間

不

在

者
土~
Iλ 
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一一 一
ああ 滞の、

業務長
るる疾病 在中 たや
こ た めむ に浜 事
と め で長を

事従 外町
歩行 傷負

あ 浜 得

る タ町ト な 中に
t五、 こし、 でお

非常 娠妊 と 旅に務用 あい
るて

に、

叉行中 叉は
こ職 由

困難 袴産 と ~I_Iでに は事故

イ にニ、ハ、ロ、向出 イ
ロ イ

て(す か、 、吉月宮て 、
お、選

業従員 会社 新婚旅 岸彼、 いた 信者が j者業魚当独
こな叉挙 目 立営 伊IJ

¥うJ わおの
が市{也 業者ち産当

が 事業所、】ノ 行に 命日 すりと 、の日

寄す ゆ等る稿徒大〈五

町町
いま予手術 の村が
うだ定

る の場£口く入 墓で場合 域外区に商
よ歩け 日を ゆ ロロロ
う に行

場合事行 参り たの
に 場1日く入 仕のなるなう

場合 ぎと つて 予定
と i乙 め

j出魚、 等入し ゆ そ
にいで て く の の の

投票 るあ の
場メ口入 本部 場メ口入

j，と
も る 旅 め

し の と 干f 京二 投

右
の
事
由
に
該
当
す
る
も
の
は
、
選
挙
の
告
示
の
日
か
ら
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
の

午
前
九
J
一
二
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
(
日
曜
、
土
曜
、
休
日
で
も
〉
不
在
者
投
票

が
で
を
ま
す
。

ポ

叫

J

守

J
一
ー
ら
に
h

l

、

一〆

十
二
月
一
日
を
も
っ
て
本
町
一
次
の
通
り
で
す
か
ら
ご
承
知
下

の
民
生
委
員
〈
児
童
委
員
を
兼
一
さ
い
。

ね
る
)
が
改
選
さ
れ
喝
ま
し
た
。
一
な
お
木
町
の
定
員
は
コ
一
十
二

新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
委
員
一
名
で
す
。

名
並
に
各
委
員
の
担
当
地
区
は
一

地

区

別

一

一
児

玉

良

福

村

禅

教

滝

内

昇

大

野

快

真

戒

川

窪
昭
一
一
都
梅
、
紫
大
越
、
名
の
城
、
日
浦
、

一
中
、
岡
、
豊
中

小
野
善
三
百
方
、
小
谷
、
道
上
、
柿
早
峯
大
山

火
の
用
心

そ
の
一
寸
し
た
「
す
き
」
に
火

魔
が
や
っ
て
来
て
は
大
変
で
す

消
防
団
に
お
願
い
し
て
年
末
、

年
始
の
警
戒
に
あ
た
っ
て
も
ら

い
ま
す
が
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
生
苦
労
し
て
築
き
あ
げ
た

財
産
を
一
瞬
の
油
断
か
ら
灰
に

浜
上
玄
一
房

4
区

清
水
ア
ナ
カ

5
6
7
8
9川
区

鎌

田

定

子

日

目

日

比

日

目

U
区

小
松
一
品
数
日
同

mmmmm区

池

田

清

印

mmιnkN区

旦
品
千
代
子

m
m
m
m剖
印
刷
ω
区

松
本
作
次
郎
川
目
白
羽
幻
お
鈎
刊
打
区

伊
藤
仙
三
郎
青
島

水
木
己
未
生
沖
浦

井

上

清

黒

田

i

一
大
西
親
光
一
峯
今
坊
、
松
の
久
保
、
大
谷

W
M同
川
、

t

，J-

一

割
以
一
山
根
カ
ヨ
子
一
今
坊
浜
、
日
の
浦
、
松
本
、
橋
立
浜

一
喜
じ
一
矢
野
元
綾
子
一
無
事
喜
地
、
橋
立

1

1

1

1

寸
ー
ー
ー
ー
司
副
司
剖
同
副
到
封
盟

)

一

河

変

喜

一

小

山

以
一
桑
野
春
太
郎
官
水
、
大
峯
、
中
峯
、
原
保
、
藤
白
一

生
一
谷
井
裕
一
東
港
、
西
港
、
東
高
松
、
西
高
松

櫛

一

西

岡

勝

宮

沢

ハ
川
-
藤
井
ミ
サ
ヲ
一
沖
、
奥
、
浜

川
町
一
西
村
一
車
正
一
全
右

出
一
水
穂
岩
男
一
港
、
土
居
、
坂
本
、
尾
坂

永
田
義
邦
一
奥
、
朝
日
、
上
、
中
、
下
、
中
央

宇
都
宮
吉
幸
一
駄
馬
、
本
村
、
明
京
地
、
夫
上

久
保
千
穂
一
桜
、
下
村
、
谷
上

矢
野
ユ
キ
エ
一
駄
一
齢
、
穂
積
、
猪
尾
、
前
奥
、
新

東
富
幾
子
一
柿
久
保
・
惣
瀬
、
郷
、
下
平

叶
義
章
一
上
老
松
、
鎌
の
久
保

浜 (10人)長(6人〉大和
民
生
委
員
(
児
童
委
員
)
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

氏

担
当
地
区
名

名

滝 (日人)

2 

3
区

6

7
区

叩
区
、
昨
松
、
大
越

4 8 

白

し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う

在
や
す
む
時
、
外
出
す

る
時
は
も
う
一
度
火
の

一
元
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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、

り
、
一
涜
崎
潤
マ
ヲ

第
八

口明
日口長芸

評謀

言葉

炉

号
円
ノ
山J

:

 

¥
一
昨
年
よ
り
町
産
業
振
興
に
あ

居
牙
一
ま
り
関
係
の
な
い
雑
種
を
出
品

一
制
限
し
た
の
と
開
催
の
通
知
が

一
遅
れ
た
た
め
、
出
品
物
の
点
数

一
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心

一
配
し
て
お
り
ま
し
た
と
ζ

ろ、

一
予
想
以
上
の
出
品
点
数
が
集
ま

ケ
ま
し
て
皆
さ
ん
の
協
力
を
心

一
庁
合
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
本
年

一
は
長
浜
商
工
会
の
協
力
に
よ
る

一
福
引
が
無
く
な
り
ま
し
て
い
さ

一
さ
か
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
が
、

一
四
国
電
力
の
展
示
と
多
数
の
食

〉
一
品
の
出
品
に
充
分
補
い
を
つ
け

t
-
一
盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
事
を
E
S

一
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
審
査
の

一
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ

一
ま
し
た
。

一
V
特
賞
(
知
事
賞
一
)

再

ヱ

玄

米

中

野

安

憲

喜

多

灘

信
一
ト
マ
ト
渡
辺
仁
之
助
櫛
生

一

温

州

東

富

貴

雄

今

坊

士

小

炭

宮

栄

英

一

今

坊

一
V
愛
媛
新
聞
社
賞

一

玄

米

松

田

吉

幸

豊

茂

〉

一

葱

富

永

重

雄

白

滝

C~
一

温

州

城

戸

孝

博

喜

多

灘

一

阜

、

東

正

行

黒

田

一
木
炭
宮
田
金
次
郎
喜
多
灘

一

ご

ぼ

う

森

川

夏

雄

白

滝

一

大

豆

村

上

佳

統

豊

茂

了
一

H

水

本

治

年

グ

岡

一

大

根

山

本

繁

夫

M

一
V
一
等
賞

一

玄

米

中

田

普

下
須
戒

裸

麦

宇

都

宮

古

幸

豊

茂

小

麦

坂

井

亨

M

大
一
旦
松
田
重
高
下
須
戒

グ

徳

田

進

景

茂

里

芋

森

川

夏

雄

白

滝

が

矢

間

正

行

が

人

参

富

永

重

雄

庁

白

菜

宮

内

勝

子

グ

ト

マ

ト

池

本

一

櫛

生

グ

兵

頭

成

敏

p

大
根
西
本
土
一
旦
ロ
平
豊
茂

温

州

畑

中

よ

し

出

海

グ

津

田

利

広

喜

多

灘

二

十

号

田

丸

圧

人

出

海

八

朔

山

口

み

つ

子

出

海

夏

柑

増

田

清

櫛

生

木

炭

魚

見

栄

一

喜

多

灘

グ

大

成

淳

豊

茂

味

噌

古

中

澄

子

青

島

V
二
等
賞

玄

米

坪

内

稔

白

滝

グ

中

田

正

行

下

須

戒

グ

藤

淵

喜

明

豊

茂

が

惣

谷

夫

二

郎

白

滝

グ

村

上

ト

メ

コ

庁

調

味

麦

西

岡

住

子

須

沢

グ

松

岡

和

美

櫛

生

小

麦

藤

岡

正

晴

下

須

戒

小

豆

西

村

賢

聖

豊

茂

府
菊
地
石
五
郎
下
須
戒

大

豆

清

水

稔

白

滝

が

菊

地

義

明

由

主

茂

が

宮

内

勝

子

白

滝

西

本

喜

平

豊

茂

グ

坪

内

稔

白

滝

&

地

区

別

出

cl 
口同

状

況

(毎月l田英]")昭和38年l月1日(二)

黒

大

豆

坪

内

稔

白

滝

大
一
旦
渡
辺
喜
代
衛
庁

大

成

淳

豊

茂

里

芋

西

宮

文

枝

白

滝

葱

森

口

宗

衛

櫛

生

蕪

田

中

忠

登

志

須

沢

H

田

中

五

月

グ

ト

マ

ト

清

水

棟

櫛

生

H

植
中
君
子

υ

ご

ぼ

う

林

日

出

猪

白

滝

人
参
徳
永
鹿
太
郎
下
須
戒

白

菜

富

永

重

雄

白

滝

ト
マ
ト
田
中
タ
ツ
エ
櫛
生

大

根

土

居

孝

童

白

滝

府

港

正

盛

H

U

丸

又

坂

男

豊

茂

庁

藤

淵

角

十

郎

庁

か
ん
ら
ん
渡
辺
数
正
白
滝

温
州
城
一
戸

νゲ
子
喜
多
灘

グ

津

田

光

雄

M

m

久

保

裕

司

グ

が

平

井

督

出

海

H

上
村
末
子

M

H

松

本

祐

治

庁

二
十
号
久
保
重
徳
喜
多
灘

八

朔

田

中

利

徳

櫛

生

H

惣
谷
夫
二
郎
白
滝

夏

柑

村

上

盛

夫

須

沢

。

田

中

利

徳

櫛

生

グ

加

納

勝

利

須

沢

木

炭

山

口

勇

喜

多

難

グ

神

西

陸

馬

豊

茂

グ

小

西

孝

夫

庁

漬

物

田

中

チ

ヱ

コ

須

沢

P
1
池
田
米
子
喜
多
灘

味

噌

亀

井

カ

ナ

コ

青

島

煮

干

久

保

俊

子

沖

甫

大

根

西

本

喜

平

豊

茂

グ
土
居
、
、
、
ッ
子
白
滝

V
コ
一
等
賞
(
一
一
六
名
省
略
)

V
金
賞
(
食
品
お
や
つ
」

寺

尾

ゆ

き

子

戒

川

沖

食

改

ク

ラ

ブ

出

海

小

野

ユ

キ

ゴ

柴

9

林

定

子

M

村
上
ト
メ
子

H

" 

と成人病_1
"'¥. 

食 物

人

品、
-

7

1

1

L

1
1
札

、

人
の
年

令
は
、
普

通
生
年
月

日
か
ら
み

た
麿
の
上

の
令
年
を

い
う
が
、

こ
れ
に
対

し
て
体
自

体
の
若
さ

や
古
さ
が

示
す
年
令

と
い
う
も

の
が
あ
り

ま
す
。
こ

れ
を
普
通

生
理
的
年

令
と
い
い

ま
す
。
た

と
え
ば
四

O
才
の
人

が
四
五
才

位
に
見
え

る
人
は
生

理
的
年
令

が
古
い
と

い
i
、コ一

五
才
に
見

え
る
人
は

反
対
に
生

理
的
年
令
が
若
い
と
い
う
む
け
一
日
本
人
も
栄
養
が
よ
く
な
る
に
一
の
中
に
含
ま
れ
て
お
る
の
で
、

で

す

。

巴

一

つ

れ

て

血

圧

も

欧

米

人

な

み

に

一

健

康

と

老

化

防

止

の

た

め

に

大

要
は
そ
の
人
の
体
の
今
迄
の
一
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
欧
米
一
い
に
植
物
油
を
利
用
し
た
い
も

栄
養
の
と
り
方
如
何
、
依
の
働
一
ト
八
に
比
較
的
少
い
脳
卒
中
が
日
一
の
で
す
。

き
の
激
し
さ
如
何
、
っ
か
れ
具
一
本
人
に
多
い
の
は
、
や
は
り
米
一
栄
養
シ
グ
ナ
ル

合
の
程
度
な
ど
が
総
合
さ
れ
て
一
の
常
食
に
よ
る
せ
い
だ
ろ
う
と
一
日
油
を
少
し
使
う
と

生
理
的
年
令
が
出
来
ま
す
。
私
一
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
に
含
ま
一
こ
ん
な
得
が
あ
る
日

達
は
せ
め
て
生
理
的
年
令
だ
け
一
れ
て
い
る
脂
肪
が
血
管
に
た
ま
一
第
一
に
甘
味
が
出
て
味
が
よ
く

で
も
若
く
あ
り
た
い
し
、
若
く
一
る
と
、
特
に
脳
の
血
管
が
こ
わ
一
な
る

す
る
た
め
に
は
大
い
に
動
物
性
一
れ
や
す
く
な
る
た
め
脳
卒
中
が
一
第
二
に
腹
持
ち
が
よ
い

タ
ジ
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ジ

A
、
一
お
こ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
コ
一
第
三
に
油
炊
め
を
す
れ
ば
野
菜

C
等
を
充
分
に
と
ら
な
け
れ
ば
一
レ
ス
ア
ロ
ー
ル
と
い
う
物
質
は
一
等
が
持
っ
て
い
る
栄
養

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
も
そ
一
す
べ
て
の
御
馳
走
に
含
ま
れ
て
一
の
損
失
が
少
い

も
老
化
を
ま
ね
く
原
因
は
血
管
一
い
る
も
の
で
、
特
に
動
物
性
の
一
第
四
に
同
量
食
べ
て
も
他
の
栄

の
内
部
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
一
脂
肪
に
多
い
わ
け
で
す
。
早
く
一
養
素
の
二
倍
以
上
の
力

い
う
一
種
の
ア
カ
が
血
管
の
内
一
い
え
ば
血
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な
一
を
出
す

側
に
付
着
し
て
狭
く
し
、
そ
こ
一
る
こ
と
で
、
こ
と
に
更
年
期
障
一
第
五
に
油
も
の
が
体
内
で
働
く

を
無
理
に
血
液
が
流
れ
よ
う
と
一
害
は
こ
れ
に
原
因
す
る
こ
一
時
は
水
分
を
出
す
働
、
き

す
る
の
で
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
一
と
が
多
い
の
で
す
。
も
し
一
も
す
る
の
で
ノ
ド
が
か

が
お
こ
る
わ
け
で
す
。
一
血
管
内
部
に
た
ま
っ
た
ゴ
レ
ス
一
わ
か
な
い

近
頃
は
農
村
の
人
々
に
も
目
一
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
ア
カ
を
と
か
一
以
上
の
様
に
油
を
ち
ょ
っ
と

立
っ
て
高
血
圧
が
多
く
な
っ
て
一
し
て
し
ま
え
ば
、
血
は
の
び
の
一
で
も
使
う
と
う
ん
と
得
が
あ
る

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
食
生
活
一
び
と
通
り
細
胞
へ
養
分
が
行
き
一
の
だ
か
ら
、
そ
れ
じ
ゃ
こ
れ
か

が
よ
く
な
っ
た
と
も
い
え
ま
す
一
渡
り
年
よ
り
早
い
老
化
を
し
り
一
ら
せ
い
ぜ
い
油
を
使
お
う
/
と

し
、
又
こ
れ
は
白
米
食
を
中
必
一
ぞ
け
る
事
が
出
来
る
わ
け
で
す
一
決
心
し
た
い
も
の
で
す
。
大
体

と
す
る
農
家
の
人
々
の
食
生
搭
了
」
れ
に
は
ヒ
タ
ミ

γ
E
と
い
わ
一
私
達
は
日
頃
の
泊
の
使
い
方
が

を
過
労
を
ピ
シ
と
反
映
し
て
い
一
れ
る

y
ノ
l
ル
酸
、

D
ノ
レ
シ
一
少
な
す
ぎ
る
様
で
す
。
当
面
の

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
欧
米
一
一
肢
が
血
管
内
部
の
掃
除
役
を
す
一
目
標
と
し
て
成
人
男
子
年
間
一

で
は
日
本
人
よ
り
も
う
ん
と
栄
一
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
一
人
当
り
軽
く
二
升
は
使
い
た
い

養
も
よ
い
し
平
均
血
圧
も
高
い
一
ビ
タ
ミ
シ

E
は
普
通
、
植
物
油
ア
も
の
で
す
。

!
?
4
1
1
1
1
1
1
 

青
少
年
保
護
育
成

運
動
に
ち
な
ん
で

取バ
J

Z

神

西

ミ

ツ

子

豊

茂

亀
田
カ
ツ
ヨ

m

櫛

笥

昌

子

櫛

生

井

上

梅

子

黒

田

有

友

市

子

櫛

生

wv
銀
賞
(
二
十
名
以
下
省
略
)

紙
面
の
都
合
に
よ
り
「
農
業
構

造
改
善
事
業
に
勺
い
て
」
は
休

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一一

~ "，-，' 

ー
ー
よ
り
よ
き
未
来
へ
の
前
進
の
力
を

歴
史
的
偉
人
の
青
春
青
春
期
に
探
る
|
|

し

よ

さ

わ

え

い

い

ち

渋

沢

栄

一

「
こ
の
度
の
御
用
金
、
し
か

と
申
し
つ
け
た
ぞ
」
と
い
う
代

官
の
言
葉
に
、
栄
一
に
同
行
し

た
二
人
の
庄
屋
は
畳
に
額
を
つ

け
た
ま
L

「
ハ
ハ
ツ
」
と
か
何

と
か
い
っ
て
引
を
受
け
た
。

徳
川
時
代
は
、
領
主
に
不
時

の
入
用
(
た
と
え
ば
お
姫
様
の

嫁
入
り
と
か
、
先
祖
の
法
事
と

か
)
が
あ
る
と
、
た
ち
ま
ち
そ

れ
を
町
人
や
百
姓
に
分
に
応
じ

て
言
い
つ
け
た
も
の
で
忘
る
。

本
来
は
領
主
の
財
政
で
ま
か
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

も
、
彼
ら
は
自
分
の
財
政
の
不

一
手
際
を
恥
じ
る
こ
と
な
く
大
い

一
ば
り
で
命
令
す
る
の
で
あ
る
。

了
ぞ
れ
を
受
け
た
町
人
や
百
姓
も

一
「
泣
く
子
と
地
頭
に
は
勝
て
ぬ

ご
な
ど
と
言
い
な
が
ら
あ
き
ら

一
め
て
、
そ
の
虎
の
子
の
よ
う
に

一
し
て
育
て
た
財
産
を
投
げ
出
す

一
の
で
あ
っ
た
。

一
つ
ね
日
頃
か
ら
、
そ
の
よ
う

一
な
こ
と
を
苦
々
し
〈
感
じ
て
い

た
栄
一
は
、
こ
の
時
ど
う
し
て

も
他
の
二
人
の
大
人
の
よ
う
に

一
言
で
そ
れ
を
承
認
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
腹
の
中

が
に
え
か
え
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
彼
は
そ
れ
を
お
さ
え
て
「

わ
た
く
し
は
木
目
、
父
の
代
理

で
出
て
来
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
お
言
葉
は
た
し
か
に
父
に

つ
た
え
ま
す
が
、
し
か
し
今
す

ぐ
そ
れ
を
請
け
合
っ
て
帰
る
わ

け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

ま
た
・
;
」
と
答
え
た
の
で
あ
っ

た
。
金
を
借
り
る
く
せ
に
一
政
か

ら
怒
鳴
り
つ
け
る
不
快
さ
は
、

以
前
に
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
の
時
は
自
宅
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
理
由
の
な
い
暴
力

に
対
し
て
父
は
、
い
ち
/
¥
一
頭

を
下
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
栄
一
の
頭
の
な
か
に
は
そ
の

前
年
に
硯
箱
を
求
め
て
帰
っ
た

彼
を
セ
ヰ
タ
ク
だ
と
叱
か
り
つ

け
た
父
の
顔
も
浮
か
ぶ
の
で
あ

る
。
そ
れ
ほ
ど
に
し
て
貯
め
た

財
産
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
代
官

は
「
お
前
は
幾
歳
に
な
っ
た
」

ザゴ空白一 一
一守主主f
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一一

と
問
う
。
「
十
七
歳
に
な
り
ま

し
た
」
と
答
え
る
と
「
十
七
歳

に
も
な
っ
て
い
る
な
ら
、
も
う

女
郎
買
い
も
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
て
み
れ
ば
三
百
両
や
五
百
両

は
何
で
も
な
い
こ
と
。
殊
に
御

用
を
達
せ
ば
追
々
身
柄
も
よ
く

な
り
、
世
間
に
対
し
て
面
目
に

も
な
る
と
と
だ
。
父
に
申
し
聞

け
る
な
ど
、
そ
ん
な
わ
か
ら
ぬ

こ
と
は
な
い
」
た
だ
今
、
即
刻

引
き
受
け
ろ
と
せ
め
る
の
で
あ

る
。
栄
一
は
ど
う
し
て
も
引
き

受
け
な
い
。
つ
い
に
代
官
は
怒

り
出
す
と
い
う
始
末
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
同
行

の
二
人
を
は
ら
は
ら
さ
せ
な
が

ら
退
出
し
た
。

代
官
所
を
出
て
家
に
帰
っ
て

く
る
栄
一
の
頭
の
中
は
、
徳
川

の
身
分
制
度
に
対
す
る
怒
り
で

燃
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
何
が

何
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
年
貢

は
当
り
ま
え
に
と
り
な
が
ら
、

そ
の
上
に
返
し
も
せ
ぬ
金
を
用

金
と
か
何
と
か
い
う
名
で
取
り

立
て
る
。
人
を
吻
弄
し
た
り
軽

零
し
た
り
、
し
か
も
そ
れ
を
あ

ま
り
賢
く
も
な
い
人
間
が
す
る

の
だ
。
こ
れ
か
ら
先
も
百
姓
と

し
て
暮
ら
す
と
ど
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
と

か
し
て
百
姓
を
や
め
る
工
夫
は

な
い
も
の
か
一
:
:

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
か

ら
彼
は
商
用
を
も
っ
て
地
方
を

/ 

旧
軍
人
の
戦
地

加
算
制
度
に
よ

り
新
た
に
恩
給

権
を
取
得
さ
れ

る
方
へ
日

昭
和
三
十
六
年
六
月
の
法
律

改
正
に
よ
り
ま
し
て
戦
地
加
算

制
度
が
復
活
し
、
こ
れ
に
よ
り

新
た
に
恩
給
権
を
取
得
さ
れ
る

方
は
、
恩
給
請
求
の
準
備
行
為

で
あ
る
履
歴
申
立
蓄
を
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
未
提
出
の

方
が
あ
り
、
こ
の
ま
L
七
年
間

の
時
効
期
間
を
経
過
し
ま
す
と

せ
っ
か
く
の
権
利
も
陽
の
目
を

見
る
こ
と
な
く
埋
れ
去
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
県

下
一
せ
い
に
整
理
し
て
お
り
ま

ず
か
ら
左
記
ど
留
意
の
上
早
期

に
履
歴
申
立
書
を
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

て
履
歴
申
立
書

退
職
時
の
本
籍
地
市
町
村
を

通
じ
て
提
出
す
る
こ
と
。
但

し
海
軍
関
係
は
す
べ
て
居
住 1

r
H
I
l
l
-
f
1

、。

地
の
市
町
村
を
経
由
し
て
県

に
提
出
す
る
。

二
、
お
問
い
合
せ
先

町
役
場
住
民
課
叉
は
軍
人
恩

給
連
盟
(
長
浜
駅
前
喜
多

青
果
連
合
会
内
長
浜
町
軍

人
思
給
連
盟
事
務
局
)

ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
で
畏
浜

分
聞
が
優
勝

十
二
月
八
日
午
前
九
時
よ
り

大
州
市
肱
南
グ
ラ
ジ
ド
に
お
い

て
喜
多
郡
、
大
洲
市
地
区
消
防

ポ
シ
プ
操
法
競
技
大
会
が
関
か

れ
、
消
防
団
の
精
鋭
二
五

O
名

が
集
り
朝
霧
を
つ
い
て
日
頃
の

腕
を
競
っ
た
結
果
、
長
浜
消
防

団
は
三
輪
自
動
車
ポ
ン
プ
が
優

勝
〔
長
浜
分
団
第
五
部
(
黒
田

)
〕
四
輪
自
動
車
ポ
ン
プ
は
二

等
〔
長
浜
分
団
第
四
部
(
長
浜

)
〕
可
搬
動
力
ポ
シ
プ
は
三
等

(
白
滝
分
団
第
一
部
)
に
そ
れ

ぞ
れ
入
賞
す
る
と
い
う
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
。
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傷
・
病
賜
金
受
給
者
に

お

知

昭
和
二
十
八
年
法
律
第
一
五

五
号
附
則
第
二
二
条
第
一
項
但

書
の
規
定
に
よ
り
傷
病
賜
金
の

裁
定
を
受
け
ら
れ
た
方
の
う
ち

そ
の
賜
金
選
択
が
市
町
村
の
職

員
又
は
傷
虜
軍
人
会
幹
部
等
に

お
い
て
一
方
的
に
請
求
手
続
き

を
援
助
す
る
等
、
重
大
な
過
失

に
よ
り
本
人
と
し
て
は
自
己
の

b 

せ

意
志
に
反
す
る
取
扱
い
を
受
け

た
結
果
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
裁
定
庁
に
お
い

て
傷
病
賜
金
の
裁
定
を
取
消
し

傷
病
年
金
に
裁
定
替
を
考
慮
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
該
当

さ
れ
る
方
は
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

食
塩
の
取
り

す
ぎ
は
禁
物

食
塩
の
と
り
す
ま
も
高
血
圧
国

の
原
因
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
一

E
Y
汁
や
坂
漬
け
類
の
と
り
す
一

ぎ
は
よ
く
な
い
。
食
塩
は
水
を
一

呼
ぶ
性
質
が
あ
る
の
で
、
食
塩
一

を
取
り
す
年
て
血
液
中
の
塩
分
一

が
増
え
る
と
そ
れ
だ
け
水
分
一

も
余
分
に
血
液
に
入
っ
て
増
え
一

た
塩
分
の
分
だ
け
心
臓
の
負
担
一

が
か
L
り
血
管
の
圧
力
も
高
く
一

な

る

の

で

あ

る

。

一

こ
れ
と
反
対
に
血
液
中
の
塩
一

分
が
減
る
と
水
分
も
そ
れ
に
応
一

じ
る
の
で
、
血
液
の
量
が
少
な
一

く
な
っ
て
血
管
の
負
担
も
軽
く
一

な
り
、
し
た
が
っ
て
血
圧
も
下
一

が
る
こ
と
に
な
る
。
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保
母
試
験
(
臨

時
)
に
つ
い
て

次
の
要
領
で
保
母
試
験
(
臨

時
)
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
、
受
験
資
格

。
高
等
学
校
卒
業
者

。
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
三

年
以
上
従
事
し
た
者

。
文
部
大
臣
が
右
と
同
等
で
あ

る
と
認
定
し
た
者

二
、
試
験
期
日

保
育
実
習
以
外
の
科
目
の
試

験
日昭

和
一
二
十
八
年
二
月
二
日

H
H

一二日

保
育
笑
習
の
試
験
日

二
月
九
日
ト
二
月
十
日

三
、
試
験
場
所

松
山
市
道
後
今
市

愛
媛
県
立
保
育
専
問
学
校

四
、
願
書
提
出
期
日

昭
和
三
八
年
一
月
十
六
日
迄

く
わ
し
い
と
と
は
住
民
課
で
お

尋
ね
下
さ
い
。

停
電
の
，

お
知
ら
せ

新
春
早
々
恐
縮
で
御
座
い
ま

す
が
、
電
気
作
業
日
の
た
め
次

の
通
り
停
電
さ
せ
て
裁
き
ま
す

何
卒
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す

コ】

一
、
日
時
一
月
十
一
日
金
曜
日

午
前
七
時
四
十
五
分

よ
り
午
後
四
時
四
十

五
分
ま
で

一
、
区
域
長
浜
町
全
域

一
、
事
由
送
、
配
電
線
、
変

電
所
の
点
検
修
理
の

た
め

四
国
配
電
長
浜
営
業
所


